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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2020年６月29日に提出いたしました第17期（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

２　事業等のリスク

③　法的規制について

イ　金融商品取引法について

ｂ　自己資本規制比率について

 
３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1) 経営成績等の状況の概要

③生産、受注及び販売の実績

b . 販売実績

(d) 自己資本規制比率

(ヒロセ通商株式会社)
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３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
第一部 【企業情報】

 
第２ 【事業の状況】

 
２ 【事業等のリスク】

③ 法的規制について

イ　金融商品取引法について

ｂ　自己資本規制比率について

（訂正前）

「金融商品取引業等に関する内閣府令」第179条第４項第２号により、自己資本規制比率が120％を下回った

場合、「自己資本規制比率の状況を回復させるために自らとるべき具体的措置に関する計画書」を提出するこ

とが義務付けされており、更に自己資本規制比率が100％を下回った場合、「金融商品取引法」第53条第２項に

より、３ヶ月以内の期間を定めて業務の全部または一部の停止を命じられる可能性があります。また、同条第

３項により、業務停止命令後３ヶ月を経過しても自己資本規制比率が100％を下回り、回復の見込みがないと認

められる場合、金融商品取引業者の登録が取り消される可能性があります。

2020年３月31日現在、当社の自己資本規制比率は744.9％、連結子会社JFX株式会社の自己資本規制比率は

954.7％であり、本項目で記載されている自己資本規制比率の値を上回っておりますが、かかる事象に抵触した

場合、行政指導や業務停止・登録取消等の行政処分を受ける可能性があります。その場合、当社グループの信

用が著しく損なわれ、財政状態及び経営成績等に重大な影響を与える可能性があります。

 
（訂正後）

「金融商品取引業等に関する内閣府令」第179条第４項第２号により、自己資本規制比率が120％を下回った

場合、「自己資本規制比率の状況を回復させるために自らとるべき具体的措置に関する計画書」を提出するこ

とが義務付けされており、更に自己資本規制比率が100％を下回った場合、「金融商品取引法」第53条第２項に

より、３ヶ月以内の期間を定めて業務の全部または一部の停止を命じられる可能性があります。また、同条第

３項により、業務停止命令後３ヶ月を経過しても自己資本規制比率が100％を下回り、回復の見込みがないと認

められる場合、金融商品取引業者の登録が取り消される可能性があります。

2020年３月31日現在、当社の自己資本規制比率は729.5％、連結子会社JFX株式会社の自己資本規制比率は

954.7％であり、本項目で記載されている自己資本規制比率の値を上回っておりますが、かかる事象に抵触した

場合、行政指導や業務停止・登録取消等の行政処分を受ける可能性があります。その場合、当社グループの信

用が著しく損なわれ、財政状態及び経営成績等に重大な影響を与える可能性があります。
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３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1) 経営成績等の状況の概要

③生産、受注及び販売の実績

b . 販売実績

(d) 自己資本規制比率

(ヒロセ通商株式会社)

（訂正前）

     (単位：千円)

区分
第16期事業年度末
(2019年３月31日)

第17期事業年度末
(2020年３月31日)

基本的項目 (Ａ) 7,950,267 9,563,260

補完的項目 (Ｂ) 561,330 1,057,271

 その他有価証券評価差額金(評価益)等  61,330 57,271

 金融商品取引責任準備金等  ― ―

 一般貸倒引当金  ― ―

 長期劣後債務  ― ―

 短期劣後債務  500,000 1,000,000

控除資産 (Ｃ) 1,282,615 997,346

固定化されていない自己資本 (Ａ)＋(Ｂ)－(Ｃ) (Ｄ) 7,228,982 9,623,184

リスク相当額 (Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｈ) (Ｅ) 1,290,038 1,291,851

 市場リスク相当額 (Ｆ) 783 562

 取引先リスク相当額 (Ｇ) 136,256 179,120

 基礎的リスク相当額 (Ｈ) 1,152,998 1,112,167

自己資本規制比率 (Ｄ)／(Ｅ)×100  560.3％ 744.9％
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（訂正後）

     (単位：千円)

区分
第16期事業年度末
(2019年３月31日)

第17期事業年度末
(2020年３月31日)

基本的項目 (Ａ) 7,757,957 9,364,400

補完的項目 (Ｂ) 561,330 1,057,271

 その他有価証券評価差額金(評価益)等  61,330 57,271

 金融商品取引責任準備金等  ― ―

 一般貸倒引当金  ― ―

 長期劣後債務  ― ―

 短期劣後債務  500,000 1,000,000

控除資産 (Ｃ) 1,282,615 997,346

固定化されていない自己資本 (Ａ)＋(Ｂ)－(Ｃ) (Ｄ) 7,036,671 9,424,325

リスク相当額 (Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｈ) (Ｅ) 1,290,038 1,291,851

 市場リスク相当額 (Ｆ) 783 562

 取引先リスク相当額 (Ｇ) 136,256 179,120

 基礎的リスク相当額 (Ｈ) 1,152,998 1,112,167

自己資本規制比率 (Ｄ)／(Ｅ)×100  545.4％ 729.5％
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